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直近
令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）
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令和９年度
（2027年度）

直近
令和４年度
（2022年度）

令和５年度
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令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

予
定

④ 数値目標の詳細　※設定できない計画については記載不要。

指標の名称 指標の定義（計算式／説明）

③ ロードマップ

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

① 目的・内容

・目的：幼児教育から大学院研究まで多様な学びに応じた空間の快適化を追求するなかで、まずは
　学生、生徒、児童、園児が長時間利用（生活）する空間の快適化を目指す。
・内容：現状把握、項目検討を行うなかで各学校のニーズ等を踏まえながら具現化に向けた検討を行う。
　決定内容については順次実現に向け予算化、施工を行う。
　１．現状把握、項目検討
　２．項目選定
　３．仕様・工法等検討（予算化含む）
　４．工事実施

② 到達目標（数値目標／定性目標 ）　※数値目標を設定できない計画は、定性目標を設定すること。

令和4～6年度：予定計画の立案までを目標とする。
令和6～9年度：実施計画に対しての完遂率とする。

管 F 「学びの空間」の快適化 令和 年度 令和

分　類 実施計画 開始年度 完了年度 将来的な継続

年度 なし

法人本部 企画課管理用

推進主体 施設部施設課

責任者 施設部長

現状把握、項目検討（1.5y）

項目選定（0.25y）

仕様・工法等検討（0.25y）

工事の実施（0.4y）工事の実施（0.5y）工事の実施（0.5y） 工事の実施（0.5y） 工事の実施（0.5y）

仕様・工法等検討（0.25y）仕様・工法等検討（0.25y）仕様・工法等検討（0.25y）仕様・工法等検討（0.25y）

項目選定（0.25y） 項目選定（0.25y） 項目選定（0.25y） 項目選定（0.25y）

現状把握、項目検討（0.4y）現状把握、項目検討（0.4y）現状把握、項目検討（0.4y）現状把握、項目検討（0.4y）
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項目として取り上げるべき内容の検討、整備・改修内容の
検討、実施計画の策定を行う。
【４月～８月】
快適化のために求められる項目を検討する。
【９月～12月】
挙げられた項目に対し優先すべき項目を検討する。
【１月～３月】
整備・改修方法の検討及び実施計画を策定する。

実施報告：
・今年度予定していた工事のうち中高校舎生徒ホール床改修、
幼稚園保育室床改修については、それぞれの学校の夏季休暇
期間中に実施、予定通り終了している。
・女子部および初等科の緑地整備については令和６年２～３月
にかけての施工を予定している。
今後の課題：
・各学校との具体的な施工時期の調整。
※令和５年度の進捗を踏まえて③ロードマップを更新した。
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項目として取り上げるべき内容の検討、整備・改修内容の
検討、実施計画の策定を行う。
【４月～７月】
今年度施工予定の初等科収蔵庫改修内容について整備・
改修方法を検討し発注する。
快適化のために求められる項目を検討する。
【８月～12月】
施工中案件について、施工内容を確認する。
挙げられた項目に対し優先すべき項目を検討する。
【１月～３月】
整備・改修方法の検討及び実施計画を策定する。

⑤ 実施計画／実施報告

年度 実施計画 実施報告／今後の課題
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項目として取り上げるべき内容の検討、選定項目に対する
現場調査及びまとめ。整備・改修内容の検討、実施計画の
策定。加えて、各学校のヒアリングを踏まえた要望の具体的
検討を行う。
【４月～８月】
快適化のために求められる項目、及びヒアリング結果の具
体化を検討する。
【９月～12月】
挙げられた項目に対し優先すべき項目を検討する。
【１月～３月】
整備・改修方法の検討及び実施計画を策定する。
【４月～12月】
既に整備の進んでいる諸施設の事例を調査して、本院での
導入の参考情報とする。

実施報告：
・内容の検討結果、「目白地区の新たな車路検討」を選定、検討
区域の測量業務を発注、成果品を基に具体の車路設計業務に
移行する予定。
・各学校とのヒアリングおよび次年度予算要求項目の中で本計
画に合致する項目について、要望項目を精査し、具体的検討を
踏まえたうえで4項目に対し令和５年度の予算要求実施。
今後の課題：
・東京都が定める「開発許可制度」に抵触しない形での設計が
不可避。
・各学校との具体の施工時期の調整。
※令和４年度の進捗を踏まえて③ロードマップを更新した。


